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02 NO! ハラスメントより良い職場をめざして
昨年末から世間の⽿⽬を集めることとなった「フジテレビ問題」をきっかけに、
放送局の⼈権意識が問われています。この章では、ハラスメントを起こさない・起こさせないため、
東海テレビがこの1年に取り組んだ⼈権意識向上に関する活動をご紹介します。

Section

みんな活躍推進チーム（DEI推進）メンバー

ミーティングの様⼦

多様な声が届く職場へ

「⼥性活躍」から「みんな活躍」への進化
「東海テレビで働く⼥性がこれまで以上に活躍し、ひいてはす
べての従業員が輝ける職場を実現すること」を⽬標にスタート
した「⼥性活躍推進プロジェクト」が発⾜して2年が経ちまし
た。その核となる「⼥性活躍推進チーム」では、活動の⼀環と
して、昨年4⽉に実施した「働く環境について現状把握のため
に実施した全社アンケート」をもとに、番組づくりにおいて⼥
性の意⾒がどのように反映されているかを明らかにするため、
番組制作を担当している3部署へのヒアリング調査を⾏いまし
た。⼥性を排除している状況は皆無でしたが、実質的に企画決
定プロセスに参画できていないという声もありました。無意識
の偏りや構造的な課題について整理し、社⻑を委員⻑とする
「⼥性活躍推進委員会」に提出しています。
また、今年4⽉には「⼥性活躍推進チーム」は「みんな活躍推
進チーム（DEI推進）」として新たにスタートを切りました。
性別・世代を問わず、多様な背景をもつ6名の新メンバーが加
わり、より広い視点での取り組みが始まっています。メディア
業界では、ハラスメントや差別的⾔動が改めて問われていま
す。「誰かの声を無視しない」「違和感をそのままにしない」
̶̶そんな職場⽂化を、みんなで育てていく第⼀歩を踏み出し
ました。

みんな活躍プロジェクト（DEI推進）チーム メンバー⼀同

メンタルヘルス相談室の開設について

東海テレビで働く従業員が⼼の健康を⼤切にし、安⼼し
て働くことができる環境を整えるため、今年4⽉から「メ
ンタルヘルス相談室」を東海テレビ本社屋9階に開設しま
した。臨床⼼理⼠・公認⼼理師の⼩笠原晶さんをカウン
セラーに迎え、毎週⽕曜⽇10時〜17時に開室（リモート
対応も可）。すべての相談は守秘義務を厳守しプライバ
シーを確保したうえで、仕事の悩みやジレンマ、モチ
ベーションや働き⽅、プライベートに関する悩みなど、
問題の整理や、気持ちを整え「⼼の健康」を保つために
活⽤できる場となることを期待しています。

⼈事部 三輪 亜貴之

5 6

（カウンセラーから⼀⾔）忙しく働く⽇々の中、⽬の前の
ことでいっぱいになってしまうことが誰にでもあると思い
ます。ほんの少し⽴ち⽌まるだけで、視野が広がり、周り
や⾃分の何かに新たに気づくということがあります。少し
⽴ち⽌まる場所、⾃分のための時間を、メンタルヘルス相
談室で⾒つけていただければと思っています。

内部通報制度「ヘルプライン東海」

東海テレビでは、グループ各社を含む、従業者、取引事
業者等を利⽤対象として、2012年より内部通報制度を設
けています。通報窓⼝の名称は「ヘルプライン東海」。
窓⼝は社内と社外にあり、社内窓⼝はコンプライアンス
推進部の従業員、社外窓⼝は弁護⼠に委嘱しています。
制度の運営に当たっては、「公益通報者保護法」、およ
び社内規程（「内部通報規程」「内部通報制度運⽤ルー
ル」）に則り、通報者等が特定されないように細⼼の注
意を払うことや、通報したことを理由に就労環境が悪化
することがないよう、細⼼の注意を払っています。ま
た、“通報者等探し”や“嫌がらせ”等を⾏った者に対し、会
社が厳正に対処することも規程に定め、信頼して相談で
きる窓⼝であり続けるため、厳格に運営しています。こ
れからも東海テレビグループで働くすべての⽅々が安⼼
して就業できるよう、サポートを続けていきます。

コンプライアンス推進部 ⻑坂 典洋

ワークショップの様⼦

2024年度 第2回放送⼈研修会 コンプライアンス推進部 伊藤 雅章

系列をこえて⼈権意識の向上を

名古屋⺠放局 合同コンプライアンス研修会
5⽉30⽇午後、東海テレビを含む在名⺠放テレビ・ラジオ9局合同で、ビジネスと⼈
権を考えるコンプライアンス研修会が⾏われました。
フジテレビの10時間会⾒が⾏われた直後の1⽉末から動き出したこのプロジェクト。
とはいえハラスメントや企業不祥事に関わるデリケートな問題で、各局が⼿を取り合
うことは⼀度もありませんでした。テレビ5社のコンプライアンス担当者が集まって
はみたものの、お互いの腹を探り合うような空気が当初は⽀配的でした。しかし、こ
のたびの事案で問題視された「ビジネスと⼈権」で研修テーマが決まると、各社すぐ
に⼀致団結、⺠放ラジオ4局にも声をかけ、名古屋の全局で系列をこえた研修会が実
現したのでした。
研修会では、⼈権問題に詳しい⼆⼈の弁護⼠とメディア論が専⾨の⼤学教授が登壇。
3⽉末に公表されたフジテレビ第三者委員会の報告書を踏まえ、⼈権感覚を磨く重要
性や放送局の再⽣に必要な取り組みなどについて話を伺いました。
この⽇は中京テレビのメイン会場とウェブ配信を併せて480⼈が参加、「局の垣根を
こえてコンプライアンス、⼈権など業界の課題を考える機会は貴重」「ビジネスと⼈
権のあり⽅や会社のガバナンスの重要性について⽰唆される点が多かった」などの感
想が寄せられました。

コンプライアンス推進局 梅村 育宏

在名合同コンプラ研修

テーマは「対⼈関係の構築こそが、
ハラスメントゼロへの第⼀歩」
今年3⽉25⽇に開催した当研修会は、上級ハラスメント対策アドバイ
ザーの植松侑⼦さんを講師に招き、東海テレビグループ全体でハラス
メントの防⽌意識を⾼める機会としました。
折しも元タレントの中居正広⽒と⼥性の問題をめぐるフジテレビの対
応が世の中の注⽬を集める中、「⼈権」に対する私たち放送⼈の意識
のアップデートが喫緊の課題であることが背景にありました。
植松さんからは、ハラスメントを防ぐためには信頼関係の構築が重要
であることや、ハラスメントになる⼿前の「グレーゾーンの⾏為」を
早い段階で是正していく必要性、さらにはハラスメントに関する知識
のアップデートが⼤切であること等、お話しいただきました。
また、研修会の後半では、参加者が4⼈1組になってのワークショップ
を⾏い、講師から提⽰された「⾔葉」が注意すべきものかどうかをグ
ループ内で考えました。参加者からは「⼀つの⾔葉の受け⽌め⽅が年
代、⼈によってこれだけの違いがあることが分かった」「講演テーマ
がタイムリーだった」「ハラスメントは⽂脈や関係値によるところが⼤
きいと思った」などの感想が寄せられました。『お互いに敬意を持ち、
間違いに気づいたら素直に認め、アップデートする勇気を持つ』こと
の⼤切さを胸に、今後の対⼈関係を構築していきたいと思います。

講師の植松侑⼦⽒



コンプライアンスとジェンダー平等

03 東海テレビを⾒つめる様々な⽬ 放送をご覧いただいている視聴者の皆さんはもちろん、総務省、BPO、そして出稿いただいたスポンサー…
東海テレビは様々な⼈や組織に「⾒つめられて」おり、私たちはいただいたその声に真摯に⽿を傾け続けています。
ここでは、視聴者の様々なご意⾒をよりよい番組制作に反映するための取り組みや、
当社を⾒つめるもう⼀つの⽬、第三者機関のオンブズマン組織「オンブズ東海」をご紹介します。

Section

愚直に続けること 橋本 修三

昨年来のフジテレビ事案は、さまざまなことを考えさせられた。この事案は、出演者がアナウン
サーの⼈権を侵害したというものであり、社員の⼈権をいかに守るかという会社の姿勢が問われ
ている。東海テレビでは直ちにアナウンサー等に聞き取りをして迅速な対応をされている。
各テレビ局は、⾃らが健全で透明性がある経営を⾏うための管理体制を構築して運営するこ
とが求められている。フジテレビにおいてもコンプライアンス担当部⾨が設置されていた。
にもかかわらず、この事案がごく⼀部のみで共有され、コンプライアンス担当部⾨への情報
提供すらなされていなかったというのは驚きを禁じ得ない。万⼀、同様な事案が発⽣した場
合には、直ちにコンプライアンス担当部⾨と情報を共有化することが必須であることは肝に
銘じておく必要がある。
さて、今年も「放送倫理を考える⽇」である8⽉4⽇に全社集会が開催される。これまでに何
度か第三者意⾒を述べさせていただいたが、全社集会を開催して「あの⽇」を振りかえる機
会を持つことの重要性を繰り返し訴えてきた。昨年の集会後においても、BPOにおいて審理
や審議⼊りした事案が何件もある。東海テレビでは、BPOが関わるような事案はなかった
が、⼀昨年11⽉には、容疑者の顔写真を取り違えて放送してしまったことは皆さんのご記憶
に新しいことだと思う。
のど元過ぎれば熱さ忘れるとの諺どおり、⼈というのは忘れるものであるし、また、時間の
経過とともに思い込みをしたり、油断が⽣ずるものだということを忘れないで欲しい。
そういった意味で、毎年8⽉4⽇に全社集会を⾏うことは極めて⼤きな意義がある。愚直に続
けて欲しいと思う。

ぴーかん問題から14年が経過した。今年は、フジテレビ問題により、まさにメディアの倫理が
厳しく問われるなかで「放送倫理を考える⽇」を迎えている。
東海テレビは、今年4⽉2⽇に⽇本⺠間放送連盟から発出された⼈権尊重およびコンプライアン
スの徹底に関する要請を受け、5⽉1⽇にすでに、昨年度実施した⼈権およびコンプライアンス
の意識向上に関する取り組みを公表した。その対応は迅速で、内容も多様である。
とはいえ、同社のコンプライアンスは、ぴーかん問題を主な契機に充実・強化が図られてきた
経緯もあり、今回のフジテレビ問題の根幹を成すジェンダー問題への対応は、未だ途上にあ
る。とりわけ⼥性管理職の割合が1割に満たず、⼥性役員はゼロという現状において、⼥性の思
いを組織の意思決定へ反映することは難しい。
しかし、東海テレビがジェンダー平等の実現に向け、積極的に取り組みを重ねていることは評
価すべきである。昨年4⽉には「⼥性の職業⽣活における活躍の推進に関する法律に基づく⾏動
計画」を策定し、具体的な⽬標を掲げている。また、⼥性活躍推進チームが丁寧な全社アン
ケートを実施し、昨年9⽉のオンブズ東海では、その結果と提⾔、社としての対応について詳細
な報告がなされた。実態において未だ課題は多いものの、現状把握が改善への第⼀歩である。
加えて、これまで番組や公共広告の制作で、性の多様性やジェンダー問題に果敢にチャレンジ
してきたことも、⽣業に直結する重要なアプローチである。
進む道は険しいが、東海テレビには、今後も監視の強化でなく、企業⾵⼟の積極的な醸成とい
う「攻め」のコンプライアンスにより、多様性のある未来に貢献する企業を⽬指していただき
たい。

東 珠実

教訓を忘れない⼤切さ

「ぴーかん問題」から今年で15年⽬を迎える。これまでの間、東海テレビはこの問題に向き合
い続け、倫理⾯の向上、⼈権の尊重などさまざまな活動を続けてきた。その姿勢を間近で⾒聞
きしてきただけに、キー局フジテレビで起きた中居正広⽒と⼥性とのトラブルは、残念極まり
ないことだった。
トラブル⾃体、⼤きな問題だったが、隠蔽したのではと疑われるほど、会社の対応も無残だった。
フジテレビの深刻な不祥事に、東海テレビの社員も失望や憤りを覚えたのではないか。強烈なダ
メージを感じながら、東海テレビの対応は、迅速で的確だった。ある意味当然だが、アナウンサー
全員に重⼤な⼈権侵害がなかったかの調査を実施し、被害例がなかったことを確認している。フジ
テレビの問題が発覚する前の昨年には、東海テレビグループ及び協⼒会社スタッフにハラスメント
に関するアンケートも実施した。フジテレビ問題のような重⼤な被害の報告はなかったという。
こうした調査に加えて評価したいのは、1⽉末のフジテレビの記者会⾒が批判された翌⽇に早速、⼩
島浩資社⻑が「東海テレビで働く全ての皆さまへ」と題したメッセージを発信したことだ。情報が
混乱する中でもそれぞれの⽴場で問題に対処していることに感謝し、同時にハラスメントの被害体
験があったら「1⼈で悩まず連絡をしてください」と呼びかけた。そして窮地に陥っているフジテレ
ビで働く⼈たちを、中傷することなく⽀える時だと連帯感を表明している。
トップがこのような思いをすぐに全社員に伝えることができるのは、「ぴーかん問題」に対して誠
実な取り組みを続けてきたことも⼤きいのだと思う。
東海テレビはこれからも⼤事な教訓を忘れずに守っていくだろう。忘れない姿勢を、フジテレビを
はじめ他の⺠放も、ぜひ学んで共有してほしいと思う。

⾅⽥ 信⾏

橋本 修三（はしもと しゅうぞう）⽒
名古屋市⽣まれ。早稲⽥⼤学
政治経済学部卒業後、1987年
弁護⼠登録（愛知県弁護⼠
会）。1992年橋本法律事務所
を開設し、現在に⾄る。2012
年1⽉よりオンブズ東海委員。

東 珠実（あずま・たまみ）⽒
椙⼭⼥学園⼤学現代マネジメ
ント学部教授、同⼤学院現代
マネジメント研究科⻑。 博⼠
（商学）。⽇本消費者教育学
会顧問、⼀般社団法⼈中部
SDGs推進センター理事など。

⾅⽥ 信⾏（うすだ・のぶゆき）⽒
1980年、中⽇新聞社⼊社。パ
リ⽀局⻑、社会部⻑、編集局
⻑を経て、2020年同社常務取
締役。2025年、中部⽇本ビル
ディング代表取締役社⻑に就
任。

●オンブズ東海とは
『ぴーかんテレビ不適切テロップ問題』を受け、2012年に発⾜した第三者機関「オンブズ東海」。法律・消費者経済・マスコミ
の専⾨家に委員を委嘱し、第三者的な⽴場から東海テレビの放送・イベントなどをチェックしていただいています。年4回、3か
⽉ごとに「オンブズ東海委員会」を開催、当社の活動について、委員それぞれご専⾨の⽴場から意⾒をいただています。

第三者
意⾒

第三者
意⾒

第三者
意⾒
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●今年3⽉の委員会より
今年3⽉10⽇の第53回委員会では、議題の⼀つを「中居正広⽒フジテレビ問題に関するご報告」としました。会社側からは、⼀連
の問題の経緯と当社への影響について、委員に説明しました。

・1⽉28⽇に社⻑が全社メッセージを発出したこと
・「コンプライアンス委員会」で議題とし、フジテレビの⼀連の対応について
「ビジネスと⼈権」という視点から問題点を共有
・昨年実施したハラスメントに関する社内アンケート、および本事案を受け⼀部従業員に
実施したヒアリングの結果について（ハラスメント事案の報告なし）
・ハラスメントをテーマとした「放送⼈研修会」の開催
・内部通報窓⼝へのアクセスを容易にするための新たな施策の実施

委員からは、以下のような意⾒が出ました。

その後、第三者委員会の調査結果も公表された今、「改めて思うこと」について委員の皆さんにご寄稿いただきました。

・中居正広⽒と⼥性とのトラブルへのフジテレビの対応は、隠ぺいと取られかねないのでは。
・別会社とはいえ、系列局であり影響は⼤きいだろう。
・全従業者に向け、社⻑⾃らメッセージを発信したことは、⾮常に⼤事だと思う。
・「ぴーかん問題」以降、コンプライアンス順守の様々な取り組みを続けていることは⼤切。
引き続き緊張感を持って進めていただきたい。

本事案を受けての当社の対応について以下の5点を説明。



強さと優しさの原点は…

13年⽬の岩⼿訪問
8⽉。2024年も⼩島社⻑が岩⼿県庁とJA岩⼿県中央会、JA全農いわてを訪
ね、東海テレビの1年の取り組みを報告しました。報告は2011年の不適切
テロップ問題以降続けられ、私も3回⽬の同⾏になりますが、毎年訪問す
るたびに感じることがあります。それは⼒強く変貌する被災地と明るく親
切な岩⼿県の⼈々の姿です。未曽有の震災から10年以上になりますが、被
災された⽅々の⼼の傷が癒えたわけではないはずです。にもかかわらずこ
の⼒強さと他⼈に対する優しさはどこからくるのでしょうか。
今回岩⼿県を訪問した際、童話作家の宮沢賢治が話題になり、宮沢賢治に
関する資料をいただきました。そこにはあの⾬ニモマケズの⼀節、「あら
ゆることを⾃分を勘定に⼊れずに良く⾒聞きしわかり そして忘れず」と
ありました。その後に「東に病気の⼦供あれば⾏って看病してやり…」と
続きます。困難に打ち勝ち、⾃分を勘定に⼊れずに良く⾒聞きしわかり、
そして忘れず、⼈々を助ける。改めて⾬ニモマケズに触れた時、岩⼿県の
皆さんの⼒強さと優しさの原点に触れたように感じました。

社⻑室 ⽥中 達也

この1年の主な被災地⽀援の取り組み

番組審議会は、放送法に基づいてすべての放送局に設置が義務付け
られている第三者機関です。東海テレビの番組審議会は8⽉を除く
毎⽉1回開かれ、番組や放送全般に関するご意⾒をいただいていま
す。委員は10名で、東海地⽅の経済、学術、法曹、⽂化など様々
な分野で活躍する⽅々に委嘱しています。
2024年度の審議会では、ドキュメンタリー、バラエティー、ドラ
マなどを議題として委員からご意⾒をいただき、当社の担当者がご
質問などにお答えしました。
今後も様々な番組を取り上げて委員から多様なご意⾒を伺い、番組
作りに⽣かすことで、より⼀層信頼されるテレビ局となるよう努め
てまいります。

東海テレビ放送番組審議会

⽯川 仁志
岡⽥ さや加
桂 ⽂我
河⻄ 秀哉
後藤 ひとみ
武⽥ 健太郎
⽵松 千華
⽥畑 豊
鍋⽥ 和宏
福⾕ 朋⼦

委員
委員
委員
委員
委員⻑
委員
委員
委員
委員
副委員⻑

（株）名鉄百貨店代表取締役社⻑
柳ヶ瀬を楽しいまちにする（株）代表取締役社⻑
噺家
名古屋⼤学准教授
愛知教育⼤学名誉教授
東海旅客鉄道（株）代表取締役副社⻑
（有）ＩＤＦ代表取締役
（株）中⽇新聞社取締役
中部電⼒（株）取締役副社⻑執⾏役員
弁護⼠

東海テレビ放送
番組審議会委員の皆さん
2025年7⽉1⽇現在（50⾳順）

視聴者対応窓⼝

ニュース、情報、バラエティー、ドラマ、スポーツな
ど様々な番組に対する視聴者の皆様のご意⾒は、「視
聴者対応窓⼝」に電話、メール、⽂書などでいただい
ています。2024年度に寄せられたメッセージは約1万
4,500件で、番組内容の問い合わせや意⾒、番組の放送
要望などが届きました。
寄せられたご意⾒やメッセージは、番組制作担当者、
編成担当者などに伝え、今後の番組制作、番組編成の
参考にさせていただいています。
「視聴者対応窓⼝」では、皆様のご意⾒やご批判を真
摯にお伺いし、社内に伝えることで、より良い番組作
りに役⽴ててまいります。

視聴者対応番組「メッセージ1」

視聴者の皆様からいただいた問い合わせ・ご意⾒・ご
要望などは、毎⽉第4⽇曜⽇午前5時15分から放送して
いる「メッセージ1」で⼀部を紹介しています。番組で
は、番組審議会の議事概要、CSR活動、BPO事例など
も報告し、東海テレビと視聴者の皆様との双⽅向のコ
ミュニケーションを図る役割を担っています。

東海テレビの社外モニターは、毎年度上期と下期それ
ぞれ8名の視聴者の⽅々にお願いしています。1か⽉に4
本の⾃社制作番組をご覧いただき、2024年度は48番組
について様々なご意⾒をいただきました。
住所、年齢、性別、職業など様々なプロフィールの⽅
から多様なご意⾒をいただくことは、番組作りの課題
や番組編成のヒントなどを頂戴する貴重な機会となっ
ています。

社外モニター 

岩⼿県庁の皆様と

JA岩⼿県中央会・JA全農いわての皆様と

04 岩⼿県をはじめとした被災地⽀援

東⽇本⼤震災から14年の被災地を襲った「⼤船渡市の⼤規模⼭林⽕災」。
この出来事は被災地と寄り添い続けた私たちにとってもまた、なんともやりきれない出来事でした。
そして、新たに能登半島地震が襲った⽯川県を応援するプロジェクトも始動、
当社の被災地⽀援の取り組みをご報告します。

Section

Section 03 東海テレビを⾒つめる様々な⽬

▶番組での取り上げ

8⽉28⽇（⽔）第5回記念 岩⼿県の観光と物産展（名鉄百貨店）
11⽉14⽇（⽊）いわて⾷の商談会in名古屋（名古屋東急ホテル）
  3⽉11⽇（⽕）東⽇本⼤震災からきょうで14年 各地で祈り

 この地⽅でも東⽇本⼤震災の犠牲者を悼み、
 また、被災地の復興への祈りが捧げられたことを紹介

  3⽉14⽇（⾦）⼤⾕ジャーナル『未来へ 震災14年のフクシマ』
   コメンテーターの⼤⾕昭宏⽒が福島第⼀原発から40kmに
   位置する福島県川俣町を取材。震災から14年を経た
   今の町の状況や少しずつ歩みを進めている⼈々に話を聞いた。

ニュースONE

8⽉28⽇（⽔）第5回記念岩⼿県の観光と物産展会場から⽣中継（名鉄百貨店）
  9⽉25⽇（⽔）第2回秋の全国逸品うまいものまつり会場から⽣中継（名鉄百貨店）

    ※岩⼿県の⽜タン・カルビのお弁当などを紹介
11⽉12⽇（⽕)「三陸と常磐産 うめぇもん！キャンペーン」の紹介
11⽉14⽇（⽊）第14回⼤東北展の会場から⽣中継（ジェイアール名古屋タカシマヤ）
  1⽉22⽇（⽔）第60回宮城県の観光と物産展の会場から⽣中継（名鉄百貨店）
  2⽉  5⽇（⽔）第12回全国逸品うまいものまつりの会場から⽣中継（名鉄百貨店）

    ※岩⼿県の銘菓「くりようかん」などを紹介

スイッチ！

▶岩⼿⽶の社内販売と
社員⾷堂での消費

▶ふるさとイッチー祭

《2024年》

《2025年》

《2024年》

《2025年》

昨年10⽉から11⽉に岩⼿産⽶「銀河の
しずく」新⽶の社内販売を実施し、5kg
⼊り4,000円を197袋販売。また、2024年
度中、社内⾷堂で岩⼿産⽶「ひとめぼ
れ」を計3,475kg消費しました。

昨年10⽉26⽇（⼟）・27⽇（⽇）開催の
「ふるさとイッチー祭2024」の復興⽀援
コーナーとして、岩⼿、宮城、福島、熊本
各県のブースを設け、特産品の販売と観
光PRを実施。
また、⽯川・能登地震の被災地⽀援の
ため、「花嫁のれん」のステージ、
ブース展開を⾏いました。
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「メッセージ１」庄野俊哉アナウンサー
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「スイッチ！」で詳細に伝えました

南海トラフ地震臨時情報

初の発表をどう伝えるか
昨年8⽉8⽇午後、宮崎県⽇向灘沖を震源とする地震の発⽣に伴い「南海ト
ラフ地震臨時情報」が初めて発表されました。
⼤半の視聴者の⽅にとっては名前すら聞いたことあるかどうか微妙、しか
し⾮常に重要な情報をどう伝えるのか。情報発表直後から部内で検討を重
ね、発表翌⽇は⼣⽅の「ニュースONE」に先⽴ち、朝の情報番組「スイッ
チ！」でも詳細に伝えることを決定。当⽇の放送枠の⼤半を使い、東海地
⽅の⾃治体や企業、住⺠の動きをVTRや中継で伝えた上で、専⾨家（⼤学
教授）がリモート出演して、改めて「臨時情報」とは何かについて解説し
てもらいました。
特に東海地⽅では地震の揺れがない状態で発表された「臨時情報」につい
て、「地震に対する予知ではない」ことを視聴者に正しく理解してもらう
こと、その上で“次に起きる可能性がある巨⼤地震”への備えを改めて進め
てもらうこと、を主に意識して放送に臨みました。
地震防災については⼀回の放送だけで終わるものではありません。⽇頃か
ら視聴者に寄り添った報道を続けることで、東海テレビの報道が、地域防
災に役⽴つ存在であり続けたいと思っています。

報道部 松井 ⼤地

ふるさとイッチー祭2024

愛されるテレビ局を⽬指して
昨年10⽉26⽇(⼟)〜27(⽇)に、視聴者への感謝を込めた『イッチー祭』を
名古屋市中区の久屋⼤通公園エディオン久屋広場とエンゼル広場にて開催
しました。
エディオン久屋広場の特設ステージではレギュラー番組の中継や収録を⾏
い、番組制作の様⼦を会場にお越しいただいた⽅々に楽しんでいただきま
した。番組のほか、地元・三重⾼校の⽣徒によるダンスや、BOYS AND 
MEN、TEAM SHACHIといった地元のアイドル、さらに全国に売り出し
中のSHOW-WAのステージもあり、会場を盛り上げました。
会場内に設けた番組や各部署のブースは、より深く東海テレビを知ってい
ただく契機に。ご協賛いただいた企業各社のブースもグルメあり、商品の
展⽰やサンプリングあり、⾜湯ありと多岐にわたる展開で、ワクワク感
いっぱいの空間となりました。
また、「イッチー祭」が⼤切にしている被災地⽀援については、例年と同
じく東⽇本⼤震災で被災した福島、宮城、岩⼿と熊本地震で被災した熊本
の各県の特産品を販売いただく「復興応援ブース」を設けました。さら
に、元⽇の能登半島地震で被災した⽯川県を⽀援するため、昼ドラ『花嫁
のれん』で主演を務めた⽻⽥美智⼦さんが登場するステージやブース展開
を実施。復興の灯りをともし続けています。

営業推進部 中村 周
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全仏ＯＰ優勝直後
パリ市内を歩く⼩⽥選⼿

⼩⽥凱⼈ 運命に導かれたパリで⾦

「⾞いすテニス」をもっとメジャーに
地元から世界へ、⼀躍世界に知られる存在となった⼀宮市出⾝の「⼩⽥凱
⼈選⼿」。
パリパラリンピックの前哨戦「全仏オープン」で連覇を達成した試合後、
「⾞いすテニスを始めてからずっと夢が続いている感じ。でもパリで終わ
りではない。第⼀章です。」と語ってくれた⼩⽥選⼿。
⽬指す先はもちろん「パラリンピックでの⾦メダル」でしたが、それより
も⾃分を病気のどん底から救ってくれた「⾞いすテニス」の普及、障がい
者だけのスポーツにしたくないという強い想いがありました。パラリン
ピック期間に「メディアへの露出を頑張ってきたのに地上波で試合の放送
はないのか」とSNSで疑問を呈したことも批判を覚悟したうえでのもので
した。派⼿な⾒た⽬や強気な発⾔から偏⾒を持たれることもありますが、
取材を通じて彼の根底にある想いを私は常々感じていました。だからこ
そ、その想いが伝わるような情報や発⾔を使⽤することを意識して番組を
制作しました。
⼤逆転劇の「⾦メダル」という結果で世の中に⼤きな話題を作りました
が、これもまだ彼の描くビジョンの第⼀章です。数年後に「⾞いすテニ
ス」、そして「⼩⽥凱⼈」がどうなっているのか、それを楽しみに取材を
続けていきたいと思っています。そして、この番組が彼の本当の想いが伝
わる⼀助となっていれば嬉しい限りです。

スポーツ部 神⾕ 英政

中⽇ドラゴンズとの協業ドラマ 東京制作部 遠⼭ 圭介

エンゼル広場のステージの様⼦

「花嫁のれん」ブースも⼤盛況！

夢の続き
パリに導かれた
ヒーロー
2024年
9⽉14⽇（⼟）放送

名前の由来となった凱旋⾨

パリのホテルで
インタビューの様⼦

東海テレビだからこそ実現！
2016年にスタートした⼟ドラは、今年10年⽬に突⼊しました。その間、
2025年8⽉現在放送中の「浅草ラスボスおばあちゃん」を含め57作品を放
送してきましたが、中でもこれまでになかった形で地元とかかわることが
できたドラマが、昨年秋に放送した「バントマン」です。
プロ野球選⼿の引退後を描いたストーリーで、なんと中⽇ドラゴンズとの
全⾯タッグが実現。主⼈公を「元ドラゴンズの選⼿」というキャラクター
に設定し、ユニフォームも特注、バンテリンドーム ナゴヤだけでなく球団
事務所などドラゴンズの関連施設で撮影を⾏うなど、徹底して地元⾊を意
識した演出を⼼掛けました。ドラゴンズがここまで撮影に協⼒するのは連
続ドラマでは初めてとのことで、放送前後から様々なメディアからも取材
を受けるなど、⼤きな反響をいただきました。これまで中⽇ドラゴンズと
共に歩んできた東海テレビだからこそ実現できたドラマだと考えていま
す。
制作の都合上、⼟ドラの主な撮影は関東地⽅で⾏うことが多いのですが、
キャラクターづくりや設定、セリフなど、東海三県の空気感が出せるとき
は積極的に取り⼊れることを⼼掛けています。これからも「東海地⽅から
全国に届けている」という精神を忘れずに制作に邁進していきます。

ドアラも応援

⼟ドラ
バントマン
2024年10⽉12⽇（⼟）
〜12⽉21⽇（⼟）放送
（全11話）

バンテリンドーム ナゴヤで撮影

バンテリンドーム ナゴヤ内で
ブース展⽰でタッグ

13 14



場内に設置されたカメラの様⼦

愛知駅伝、地域とランナーを繋ぐ
タスキリレーで熱狂！

Locipo新企画も⼤盛況
昨年12⽉7⽇（⼟）、愛・地球博記念公園（モリコロパーク）にて「第17回 愛知駅伝」
が開催されました。⼤会当⽇は、愛知県内各市町村を代表するランナーたちが、郷⼟
の誇りを胸に⼀本のタスキを繋ぎました。モリコロパーク内の沿道からは熱い声援が
送られ、会場は⼀体感と感動に包まれました。
動画配信サービスLocipoにおいても、各中継地点での⼿に汗握るタスキ渡しのシーン
や、全参加市町村の感動的なゴールシーンをライブ配信いたしました。これにより、
会場にお越しになれなかった多くの皆様にも、駅伝の興奮と選⼿たちの頑張りをリア
ルタイムでお届けすることができたと思います。
さらに今回は新たな試みとして、会場にセルフカメラコーナー「Locipo presents タ
スキpost」を設置しました。ここでは⼤会参加者や来場された⽅が、チーム名や意気
込み、レース後の感想、応援メッセージなどを⾃由に動画で撮影。これらの動画は
Locipoで使⽤させていただき、会場に新たな賑わいを創出し、参加された皆様が主役
となって⼤会を盛り上げる⼀助となりました。今後も引き続き、地域社会の活性化に
繋がる様々な取り組みをLocipoを通じて積極的に推進して参りたいと思います。

コンテンツ事業部 深⾕ 弘

東桜デパート、2年⽬の歩み

地域の魅⼒を全国へ
昨年4⽉にオープンしたお取り寄せWEBショップ「東桜デパー
ト」は、おかげさまで2年⽬を迎えました。⽴ち上げ当初40社
だった出店ブランドは85社に、約200点だった商品数も350点へ
と増え、少しずつではありますが、認知度も⾼まりつつありま
す。取り扱う商品は、私たちの地元・東海地⽅の魅⼒が詰まっ
たスイーツやグルメ、雑貨が中⼼。まだ広く知られていない逸
品を丁寧に紹介し、⽣産者の想いやこだわりと共にお届けして
います。⽣産者の⽅々と⼀緒に、地元を盛り上げたいという想
いは変わらず、サイト運営の原動⼒となっています。⼀⽅で、
社内メンバーのみで運営しているため、SNSやインターネット
広告の展開やサイトの使いやすさの追求、アクセス分析など、
いずれも経験がなく試⾏錯誤の連続です。思い描く理想と現実
のギャップに悩むことも少なくありません。それでも、少しず
つエリアを広げながら、新たな出会いにも恵まれています。昨
年は、当社が交流を続けてきた岩⼿県からご縁をいただき、
「宮古の瓶ドン」の販売が実現しました。今後も地元の逸品は
もちろん、各地の魅⼒的な商品をお届けし、より多くの⽅々に
喜んでいただけるサイトを⽬指してまいります。

ビジネスプロデュース部 村野 晋
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イッチーみらいシート

⼦どもたちに⼀流のコンサート体験を
1997年にスタートした「スーパークラシックコンサート」では、年間を通じ
て国内外で活躍する世界⼀流の演奏家によるステージをお届けしています。
2023年に事業部の取り組みとして、東海地区の⼦どもたち（⼩学⽣・中学
⽣）に豊かな芸術体験をプレゼントしようと、各公演10名、計50名を保護者
と共に無料招待する「イッチーみらいシート」が始まりました。初年度は5
公演に317組、昨年度は7公演に528組の応募がありました。応募時には、
イッチーに「将来の夢」を教えてもらいます。その夢は、ピアニストや宇宙
⾶⾏⼠、野球選⼿と様々。当選者にはイッチーからの招待状が届き、公演ま
でには鑑賞にあたってのマナーもお伝えします。
当⽇、会場では蝶ネクタイ姿のイッチーが出迎え記念撮影。⽤意された招待
席には2万円を超えるものもありますが、周囲のお客様には温かく⾒守って
いただき感謝しています。
終演後、海外のオーケストラや辻井伸⾏さん、反⽥恭平さんなどの⼈気ピア
ニストの名演奏…初めて「⾒る・聴く」楽器の迫⼒ある⾳の響きを、体⼀杯
に受けて笑顔で帰っていく⼦供たちに、担当者も毎回「幸せ」をいただいて
います。後⽇届く感想⽂にもおのおのの思いが溢れており、この⽇の体験が
⼦供たちの未来の何処かで役に⽴ってくれることを願ってやみません。

事業部 ⼤園 美也⼦

蝶ネクタイ姿のイッチーがお出迎え

愛知駅伝（第17回愛知県
市町村対抗駅伝競⾛⼤会）
2024年12⽉7⽇（⼟）
愛・地球博記念公園（モリコロパーク）

熱い想いを語ってくれました

タスキPOST・サムネイル

東海テレビプレミアムビジネス講座
Edge

新規事業の作り⽅を動画で学べる
ビジネススクール

経営戦略部 ⽊村 貴雄

経営戦略局では地域社会への貢献と活性化をテー
マに、新たな収⼊源の創出に取り組んでいます。
その⼀環として2025年3⽉に《東海テレビプレミ
アム ビジネス講座 Edge》を⽴ち上げました。
《Edge》は、今や事業会社にとって必須となっ
ている「新規事業の創出」を学び、実践できる動
画型ビジネススクールです。近年、国内外の産業
構造はEV（電気⾃動⾞）やカーボンニュートラ
ルといった⼤きな潮流のもとで転換点を迎えてい
ます。「100年に⼀度の⼤変⾰期」ともいわれる
この時代、あらゆる業種において、新たな価値を
産み出す⼒が求められています。こうした社会課
題に対し、新規事業家・守屋実⽒、連続起業家・
粟⽣万琴⽒とタッグを組み、サービスを開発しま
した。《Edge》は「学ぶ」にとどまらず、「産
み」「育てる」をテーマに幅広い企業にご参加い
ただいています。今後も参加企業と共に、社会に
必要とされる事業を共創し続けてまいります。

東海テレビ福祉⽂化事業団
社会福祉法⼈東海テレビ福祉⽂化事業団 松岡 太⼀

「SDGsアクションレポート2024」
発⾏ CSR推進部 勅使河原 由佳⼦

ひとりひとりの想いで、つくる未来
当社のSDGs・CSR活動をまとめた『SDGsアクショ
ンレポート2024』では、「スイッチ！」やエリアド
ラマ「ようこそ〜家族のかたち〜」のプロデュー
サーをはじめ、⽇々の業務の中で地域に寄り添う社
員たちのあたたかな想いを紹介しています。また、社
⻑と社員による座談会の様⼦も掲載しました。
それぞれの想いに共通していたのは、放送や活動を
通じて「地域の⽅に笑顔を届けたい」「幸せを感じ
てもらいたい」という、まっすぐでやさしい願いで
す。この想いこそが私たちの存在意義であり、これ
からも「地域に貢献し、最も信頼されるテレビ局」
を⽬指して、ひとりひとりの想いを⼒に、地域とと
もに未来を創ってまいります。

岩⼿県宮古市の名物「瓶ドン」東桜デパートHP 「ひまわり賞」顕彰の様⼦ 愛の鈴号 座談会の様⼦▲SDGsアクションレポート2024

お礼状と感想⽂
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ひとりでも多くの⽅々に笑顔を！
「社会福祉法⼈ 東海テレビ福祉⽂化事業団」は東海地⽅の
障がい者やお年寄り、⼦どもたちの福祉の向上を⽬的に
1979年に設⽴されました。
年間を通じて「愛の鈴しあわせキャンペーン」として募⾦
活動を実施しています。その他、東海3県と名古屋市の障が
い者の福祉に携わっている社会福祉団体に対する軽⾃動⾞
「愛の鈴号」の寄贈や、⾝体機能のハンディを克服し、社
会的に⾃⽴・活躍している地域在住の⽅々に「東海テレビ
ひまわり賞」を贈り顕彰。昨年は初めて受賞者の⽅々を特
集する番組を放送しました。また「愛の鈴チャリティ 東海
美術作家展」を主催して、純益のすべてを東海地⽅の社会
福祉向上に役⽴てさせていただいております。
昨年は事業団設⽴45周年を迎え「イッチー祭」で「チャリ
ティーオークション」や、「福祉の店」を展開したほか、
災害援護事業にも⼒を⼊れており、東⽇本⼤震災、令和6年
能登半島地震へ義援⾦を寄託しました。
これからも困っている⽅、がんばっている⽅へ微⼒ながら⼒と
なれるよう地域社会の福祉の向上に努めてまいります。

※東桜デパートHPはこちら  から
ご覧いただけます。

※SDGsアクションレポート2024はこちら  から
ご覧いただけます。

ひがしさくら

https://higashisakura.tokai-tv.com/shop
https://www.tokai-tv.com/csr/action/pdf/2024.pdf


この1年の放送界を振り返るなかで、最も⼤きなコンプライアンス事案がフジテレビ問題であることに

異論を唱える⼈はいないだろう。

2024年12⽉の週刊誌報道に端を発した⼈気タレントとフジテレビ社員の⼥性とのトラブルは、フジテ

レビの「クローズド会⾒」なども含め、フジテレビのコンプライアンス対応の不味さを露呈するのみな

らず、⼗分にガバナンス体制が機能していなかったことを世間に晒すこととなった。フジテレビと、そ

の親会社であるフジ・メディア・ホールディングス（以下、FMH）は、⽇弁連のガイドラインに基づ

く第三者委員会に調査を依頼。3⽉末に公表された第三者委員会の報告書では、当該タレントの⾏為を

⼈権侵害と認定したのみならず、フジテレビにおいて、コンプライアンスを確保するための仕組みが機

能せず、また、ガバナンスの体制とその実効性についても厳しい指摘がなされている。

この⼀連のフジテレビ問題は、単にフジテレビという⼀事業者の問題に留まらず、⽇本の放送事業者の

信頼性に疑義が指摘される事態に発展する。特にこの事案が表⾯化したのが国会会期中ということもあ

り、与野党の議員からフジテレビを含む放送局のガバナンスのあり⽅に関する批判的意⾒が相次ぐとと

もに、放送事業を所管する官庁である総務省に対応を求める声も強まった。

そのようなこともあって、第三者委員会の報告書の公表を受けて総務省は、FMHとフジテレビに対し

て、総務⼤⾂名で「再発防⽌に向けた取り組みの具体化について4⽉中に、その実施状況については

3ヵ⽉以内に国⺠視聴者及びスポンサー等の関係者に対してその内容を明らかにするとともに、総務省

に報告する」よう求めるとともに、⺠放連とNHKに対しても、「⼈権尊重、コンプライアンスやガバ

ナンスに関する施策の実効性を確保するよう取り組むよう要請」する⾏政指導がなされた。

あわせて総務省では、「放送事業者におけるガバナンス確保に関する検討会」を設置。⺠放テレビ事業

者のガバナンスのあり⽅について検討。この秋⼝までに⼀定の結論を取りまとめることになっている。

放送事業者は、その事業の公共性・公益性に鑑み、より⾼いガバナンスの維持が求められよう。

周知の通り、FMHは、放送法が定める認定放送持株会社として、フジテレビなどのグループ会社を傘

下に置くとともに、株式を上場している。⾔わば上場企業として、国際的な株式市場からの監視に晒さ

れている。それゆえに、今回の件で、広告主によるCM出稿の差し⽌めを含む、市場からの厳しい⾮難

に晒された。他⽅において、⽇本の⺠放テレビ局の多くは、⾮上場会社である。放送法は、放送事業者

の⾃主⾃律を、その基本原則としている。そのことからすれば、放送事業者のガバナンスが⼗分に機能

しているのかの検証に関しては、⼀義的には、個社の⾃主的、⾃律的な検証・チェックにより維持され

るべきである。

上智⼤学 ⾳ 好宏

2025年厳しく問われる
⺠放テレビ局のコンプライアンス
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第三者
意⾒

加えて、今回のフジテレビ問題で露呈したように、FMHは、2023年11⽉末にグループの「⼈権⽅針」

を機関決定し、それを公表していたのにもかかわらず、今回の事案に⾒られるように、その⼈権指針

は実効性を持たなかった。⾔わば、形式的に体裁を整えただけでは実効性を伴わないのである。求め

られるのは、経営トップを始めとした放送事業を担う個々の構成員のコンプライアンスに関する⾃覚

と、その実効性に向けた不断の取り組みである。

この5⽉、フジテレビ問題をきっかけに、在名の⺠放テレビ・ラジオ局が合同で、「ビジネスと⼈権」

をテーマに、コンプライアンス研修会が開催された。私も参加させていただいたが、在名⺠放テレビ

局のコンプライアンス部⾨が合同で研修会を⾏うのは初めての機会だったという。今回の研修会が

きっかけで、各局のコンプライアンス部⾨どうしが連携するチャンネルが⽣まれたことを評価する声

も聞かれた。

先に⾒たように、フジテレビ問題を契機に、放送局の⼈権意識、そのコンプライアンス、そして、そ

のガバナンスのあり⽅については、多くの批判の声が上がり、また、その信頼性は、いまだに揺らぎ

続けている。⼀度、揺らいだ信頼を取り戻すのには、真摯な対応を続けるしかない。

東海テレビでは、2011年の不適切テロップ問題を契機に、「オンブズ東海」の活動を始め、放送⼈研

修会、放送倫理を考える全社集会等の取り組みを続けている。このような継続的な活動こそが⼤切で

あることは⾔うまでもない。加えて、そういったコンプライアンスに対する意識を、個々の構成員

が、我がこととして⾃覚的に向きあい続けることこそが肝要なのである。

上智⼤学⽂学部新聞学科教授。1961年札幌⽣まれ。⺠放連研究所勤務。上智⼤学新
聞学科助教授、コロンビア⼤学客員研究員などを経て、2007年より現職。衆議院総
務調査室客員調査員、NPO法⼈放送批評懇談会理事⻑などを兼務。専⾨は、メディ
ア論、情報社会論。著書に『放送メディアの現代的展開』(ニューメディア)、編著に
『地域発ドキュメンタリーが社会を変える』（ナカニシヤ出版）などがある。

⾳好宏 （おとよしひろ）⽒

第三者
意⾒



この1年の取り組み

2024年

2025年

放送倫理を考える⽉間
放送倫理を考える全社集会
「東海テレビこの1年の取り組み2024」発⾏・HPに公表
社外アドバイザー報告会
第40回 ATP賞テレビグランプリ
特別賞「花嫁のれん」制作チーム
第44回コンプライアンス責任者会議
⼩島浩資社⻑ 岩⼿県等訪問［〜30⽇（⾦）］
個⼈情報保護・情報セキュリティ及び社有ＰＣ運⽤に関する内部監査

 ［〜12⽉24⽇（⽕）］
オンブズ東海第51回委員会
第27回コンプライアンス委員会
2024年 ⽇本⺠間放送連盟賞
【番組部⾨（テレビドラマ）優秀賞】
「おっさんのパンツがなんだっていいじゃないか！」
【番組部⾨（テレビ報道）優秀賞】
「ひまわりと登⼭靴」
【CM部⾨（テレビCM優秀賞）】
「公共キャンペーンスポット／＃ハタチ ＃学⽣ ＃いま」
【技術部⾨ 技術奨励賞】
「市販のマイク付きBluetoothイヤホンをインカムヘッドセットとして
使⽤するための変換装置開発」
ふるさとイッチー祭2024［〜27⽇（⽇）］
第45回コンプライアンス責任者会議
オンブズ東海第52回委員会
2024年度第1回放送⼈研修会
「番組制作に⽋かせないものは何か？」

8⽉2⽇（⾦）

8⽉8⽇（⽊）

8⽉23⽇（⾦）
8⽉29⽇（⽊）
9⽉5⽇（⽊）

9⽉9⽇（⽉）
9⽉10⽇（⽕）
9⽉19⽇（⽊）

10⽉26⽇（⼟）
11⽉22⽇（⾦）
12⽉9⽇（⽉）
12⽉16⽇（⽉）

7⽉

ストレージメディア棚卸し［〜2⽉13⽇（⽊）］
第46回コンプライアンス責任者会議
第28回コンプライアンス委員会
オンブズ東海第53回委員会
「新年度番組・イベントに関する説明会」
2024年度第2回放送⼈研修会
「対⼈関係の構築こそが、ハラスメントゼロへの第⼀歩」
新⼊社員コンプライアンス研修
東海テレビプロダクション新⼊社員コンプライアンス研修
第62回ギャラクシー賞
【CM部⾨】奨励賞
公共キャンペーン・スポット「＃ハタチ＃学⽣＃いま」
第47回コンプライアンス責任者会議
名古屋⺠放９社コンプライアンス研修「ビジネスと⼈権」
オンブズ東海第54回委員会

1⽉7⽇（⽕）
2⽉21⽇（⾦）
3⽉7⽇（⾦）
3⽉10⽇（⽉）
3⽉12⽇（⽔）
3⽉25⽇（⽕）

4⽉2⽇（⽔）
4⽉3⽇（⽊）
4⽉28⽇（⽉）

5⽉23⽇（⾦）
5⽉30⽇（⾦）
6⽉9⽇（⽉）
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おわりに

今年も本報告書を最後までご覧いただきありがとうございました。

今回の表紙では、緑深い草原で、額に汗しながらレンガを
⼀つひとつ積み上げ家を建てる職⼈・イッチーを描きました。
うしろの家の窓からは、⼿を振る動物の姿が⾒えます。

“私たち東海テレビの地道な取り組みで、
地域の皆さんを笑顔にしたい…”

そんな想いを込めました。
私たちの本分は、放送やイベントなどを通じ、
暮らしに役⽴つ情報や娯楽をお届けすることです。とはいえ
⾃らの⾏いに瑕疵があれば、周りの信頼を得るのは不可能です。
今、放送業界には社会の厳しい⽬が向けられています。
私たち⼀⼈ひとりが⾃らを律し、たゆみない努⼒を通じて、
豊かな地域⽂化を育む⼀助となり、
視聴者の皆さんの信頼に応えていければと思います。

これからも東海テレビの取り組みに
ご協⼒いただきますよう、お願い申し上げます。

東海テレビ放送
コンプライアンス推進局 コンプライアンス推進部
〒461-8501  愛知県名古屋市東区東桜⼀丁⽬14番27号
Tel. 052-951-2511（代表）  
https://www.tokai-tv.com

東海テレビ この1年の取り組み 2025

制作・編集 表紙・裏表紙デザイン
制作局美術部 中根亜美
発⾏年⽉ 2025年8⽉
※⽂中の所属・肩書については

原稿作成時点のものとなっています。
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